
イィタの形状

頭 頸 埴 前  躯 中  躯 後  堪 計

点状

線状

0.5ケ 0.7ケ 5。6ケ 1 . 5 ケ 6.1ケ

0.1ケ 0.5ケ 2.5ケ 0。9ケ 4.0ケ

5 普 及上の留意点

1)チ ンポール用の純正インクを使用し、インクの消失状態に留意する。まと牛踊岸品オrと 2

週間程度で神充が必要。

2)イ ンクの消費登は 1本 (500cc)50頭 程度であった。

3)黒 毛和種は赤仏 日本短角種、ヘレフォー ド種は緑色のインタが適当である4)

4)チ ンポールパンドは、定期的に保革油を塗るなど手入れを行 う。

5)チ ンポールを種雄牛に装着する際は、締め過 ぎないようにする。

6)放 牧牛の監視は、まき牛期間中(70日 間 )2人 1触 で 1日 1回、全頭チエックをあ軍tと

して実施 し、同時にチンポールの利用状態を観察する。

4 関 連試験課題名

山地における集団肉用牛の繁殖方法の改善 (昭 48～ 52)

5 参 考資料

岩手県畜産試験場試験成績報告書 (昭 48～ 52)

豚 パ ル ポ ウ イル ス 、 ワ クチ ン効 果

1 背 景 と特徴

豚の流死左の原因としては、 日本脳炎や豚パルボウィルス等が挙げ られるが、県内におけら

日本脳炎 ウィルスはこ 数ゝ年来、流行の形態をとらず、地域的に局所感染の形で存在 してお勢、

豚パルボウィルスが巾広 く浸潤 しているといわれる。そこでその被害の状況を調べるとともに

市販されている豚パルボウィルスワクチンの効果を検討し、その幼果のあることを確めた。

2 技 術内容

1)県 内における日本脳炎ならびに豚パルポウィルスの抗体保有率

県内の日本脳炎と豚パルポウィルスの抗体保有率

88.2

7 1 . 4

一

北

下
一

県

県
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51年 に分塊 した事 4世 代豚の平均生産頭数は平年 よう約 1頭少なくフ.3頭であった。

と試にかける繁殖成績 (ラ ンドじ/―ス種初産 )
十 一

i剰               丁 丁 T~1頭

あ た
り

平 均 体 重 Gヤ )~~

2)慧 試における繁殖成績

苦試では系戒造成試験のため毎年約 6

9頭 である。         ｀

0損 を分焼させており、その 1場 平均生産頭数は約

3,0  1    87.7 1    1.50 1    6.08 1   8,0748 1 1

49 1 2

58 i 3

5114

521 5

登十五56  1   3.ア   |    フ .6  1    87.5 1   1,25 1    5 61 1   8.81

55  1    8,7  1    7.6  1    88,0 1   1,2? 1    5 も 2 1   9.11

58  1    7.8 塗 1ゝ    7.0△ 1    91.8 1   1.28 1    5 88 1   9.18

9。1   1    8. 1  1    39.2 1    1・ 56 1    5 48 1   8.99

1    1    1    1   1    1
5516 1 20 1  8.6 1  - |   一  十   一  |   ―  ||  ~ _ L _ 工 二‐

5)被 署の状況

第 4世 代の約半数が豚パルポウィルスの被害を受け、前半の 24腹 の生産頭数が平均 6.7

頭 と少なかった。

また、黒子や死産の割合も高かった。盛岡家保に分析を体頼 した結果、胎子の少なかった

個体か ら豚パルボウィルスの抗体が技出され、症状のひどかった4協体ほど 抗体御が高か っ

た。

被害を受けた欄体か ら逆算してみたところ、場外からの豚の静入が行われており、これに

よって汚染されたものと考え られる。1

注 55年 6世 代分は中間成績

一 十0-



第4世 代豚の複害の状況

焼分 品 1腹 数十と暑岳縁
分焼頭数に対する害」合

丁克前 半 1 / 3 1 ～

後 半  2/22～

全 体 1 / 5 1 ～

4/21 54 1  8.59

7.81

2.70

5 , 1 8

4.50

5,244 / 2 1空

第 4世 代豚の被害の状況

4)豚 パルポウィルスワクチンの効果

ヮクチ/発 売と同時にこれを取寄せ、耳根部の皮下に 5爾 夕づ ゝ4過 間隔で2回接種 した

ところ、第 5世代分の成績を得た。第 6世 代も同様に接種して良好な成績が得 られているこ

とか ら、豚パルポウィルスワタチンの効果は大きいものと推祭される。

普及上の留意点

1)管 理上の留意点

(1)妊 振豚が感染すると日本脳炎と同様に死流産をおこす。

(2)一 般の経遊ほは 80"以 _上がすでに感染して免疫となっているので、死流産の多発はな

い。 しかし、未維産除や清浄な際令の経産漱が妊振中に感染すると死流産をおこす。

(3)ぷ 染経豚のiお泣「Fに もウィルスが排出されるので交配によって感染することもある。

8 12 16 20 24 23 み名 7 11 15 25 4/2
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(4)生 後 6ケ 月で移行抗体が消失するので紫殖候補豚には、 この時期に接種することが望ま

しい。

(5)豚 合の清掃と消毒を充分行ない、汚物処理、豚の移動、人や車の出入 り外部からの導入

豚等に充分注意する。

2)ワ クチン接種上の留意点

(1)ワ クチンは2～ 5Cの 冷暗所に保存する。

(2)繁 殖豚に 5れ ″を4週 間隔で2回耳根部炭下に接種する。

(3)注 射部位は充分消毒してから確実に 5??ι″皮下に接種する。

(4)ワ クテシ接種前に必 らず臨床検査を行ない、異常が認められる個体には接種を延期する。

(5)凍 結したものは、効力を失な多ので使用しない。

関連課題名

豚の地域環境別選抜試験 (昭 45～ 岩手畜諾 )

5 参 考資料                  '

1)豚 パルポウィルス感染と死流産 ウ ィ/L/ス25(.1～ 2)、 1975

2)昭 和 52年 度獣医畜産業1黄発表会抄録、 二 戸家保、 1コ978

岩 手 系 ラ ン ドレー ス種 の能 力

背景 と特徴

我国では内豚あるいは一部で繁殖豚 として雑種が飼われており強健性、繁殖能力、発育速度

等に発現する雑植強勢の効果が利用されている。 しかし、難種強勢の効果は豚の基本的な台動

に対する上栽せ分にあたり上報せ分の多少もさることながら、もともと能力の高い親を用いる

ことが大切であり、純粋種の段1増で可能な限界まで充分改良を施・ナ必要がある。このような認

識のもとに同腹きょうだい豚を寒冷地 〔岩手 )と暖地 (官埼 )で分けて産肉性について同一方

式の選抜試験が行なわれており、ラ/ド レース種のいわゆる「岩手系」がでとつ あゝる。

2 技 術の内容

1)岩 手系と宮崎系 (ハマユウ)の第 6世代調査豚の成績

50

()内 は標準偏差

調査頭数

岩 手 系

宮 崎 系

( ハマユウ)

6  1 0 0頭

1 9 . 2

( 5 )

90駒 日 1  50～ 90

令 (日)11日 平均増体重

164   1     777      1   71   1    1.フ

( 1 1 ) |  ( 8 7 )  1 ( 2 ) 1 ( 0 , 5 )

令 lB)


